
第９号様式　その１ （表）

１　事業者の氏名等

２　報告する事業所等の全体の状況（2019年度の状況）

３　報告する全事業所における合計二酸化炭素排出量の状況

４　評価の対象とする事業所

５　評価対象事業所における直近５か年度の状況

６　再生可能エネルギーの利用事業所数及び割合

７　評価結果

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策報告書（その１）

学校法人　昭和大学

事 業 者 番 号 A 0 8 6 3

事 業 者 の 氏 名
( 法 人 に あ っ て は 名 称
及 び 代 表 者 の 氏 名 )

事業所 20 kl
原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計

条 例 第 8 条 の 23 第 2 項
報 告 事 業 所 数

3

3,219 kl
原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計11

条 例 第 8 条 の 23 第 1 項
報 告 事 業 所 数

事業所

理事長　小口　勝司

合計二酸化炭素排出量 6,334 ｔ

義務提出事業所 全事業所□ ■

地 球 温 暖 化 対 策 の
取 組 に 係 る 評 価 優良

評 価 対 象 事 業 所

2015年度 2016年度 2017年度

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
利 用 事 業 所 率

0 %

平均合計原単位改善率 2.42 %

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
利 用 事 業 所 数

0 事業所

5,965.00

57,337.00

104.03404

6,097.00

57,487.49合 計 延 床 面 積

合 計 原 単 位

合計二酸化炭素排出量

2018年度 2019年度

6,334.00

67,173.78

94.29274

t

㎡

kg-CO2/㎡

平 均 合 計 二 酸 化 炭 素
排 出 量 削 減 率

-1.51 %

106.05785

6,143.00 5,955.00

57,487.49 57,487.49

106.85803 103.58775

ランク



（裏）

８　実績年度の目標達成の状況

９　提出年度の地球温暖化対策の目標

１０　地球温暖化対策のレベル

１１　事業者としての取組

１２　特記事項

（日本産業規格A列4番）

1

取組方針
全事業所で地球温暖化対策に取り組み、省エネルギーに対する意識の向上や設備の
運用改善を計り温暖化防止に貢献する。

重 点 対 策 の レ ベ ル

組織体制の
整備の状況

重点対策 その他対策

対策番号 対策名

A102 温暖化対策推進担当の配置 A110 外部専門家への相談依頼の実施

対策番号 対策名

A101 地球温暖化対策の方針等の設定 A107 排出状況の整理・分析・提供

A103 具体的な取組目標と内容の設定 A113 推進担当者の知識向上・内部還元

・平成25年12月24日　新築病院完成（A0863-0014）
・平成26年　3月24日　開院  原油換算値1500ｋｌを超えたので削除フラグ　欄に＊を入力
・平成26年3月21日A0863-0009→A0863-0014へ移転
・平成26年9月A0863-0009を解体終了しエネルギーの使用が無くなった　ので削除フラグ欄に＊を入力
・平成28年4月より、新規事業所（19号館）を追加
・令和１年５月より、新規事業所（上條記念館）A0863-0016を追加

目 標 の 有 無 ■

そ の 他

1

1

実 績 年 度 の
目 標 達 成 の 状 況

□ 目標達成した。

特記事項に内容を記載

%

%

%

有 □ 無

合 計 二 酸 化 炭 素 排 出 量 削 減 率

合 計 原 単 位 改 善 率

再生可能エネルギー導入事業所率



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ７号館

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

1

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都品川区

旗の台２－２－１５

6

1年未満

2

□■ 1年度分3,809.13 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 76

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 155

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 156

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

40.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（A重油）

その他（）

8,592.6 45.00

□ L 0.0 36.70

386.7 0.014 19.3

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ L 10,000.0 39.10 391.0 0.019 27.1

1,729.9 0.489

0.0

0.489 24.6
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 173,511.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

84.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 50,403.0 9.28 467.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

2,795.0 0.251

2,975.3

2,795.0

0.7

1.2

kWh

m3

155.9

0.439

1.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A204 取組状況の点検体制の構築 A201

A205 取組内容や点検体制の定期的改善

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

外部専門家への相談依頼の実施

温暖化対策提案制度の導入

時間的に詳細に把握

B104

A210

A212

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 CB01 空室・不在時等のこまめな消灯

C114 事務用機器を省エネモードに設定 CB03

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 CB09 空室・不在時等の空調停止

日本工業規格に準じた照度の設定

CB04 採光を利用した消灯の実施 CB06 冷暖房温度を都の推奨値へ変更

CB10 余熱利用による早めの空調停止

CB12 季節に応じた外気導入量の適正化

CB13

CB16

中間期における外気冷房の実施

自動販売機の休日・夜間照明停止

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

外灯等の点灯時間の季節別管理CB18

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E114 高効率パッケージの採用 E111

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

ポンプ・ファンのインバータ制御

E122 給湯の温水配管の保温の実施

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E109 空調の冷温水配管の保温の実施

＜上記以外のその他対策＞

①進相コンデンサ等による力率改善

②エレベーターのインバーター制御

③受電力力率の把握・記録

④高効率モータの導入（空調用）

⑤蒸気バルブ等の断熱強化

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示　

②平成30年度共用部ＬＥＤ電球へ交換

③平成30年度蛍光灯器具→ＬＥＤ器具へ更新

＜令和2年夏の節電対策＞

①共用部蛍光灯・電球LED化

②冷温水発生機設定温度変更

③給排気ファン停止

④エアコン停止


105.4

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ８号館

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

2

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都品川区

西中延２－１－１６

5

1年未満

2

□■ 1年度分1,313.87 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 61

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 119

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 119

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

90.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

4.8 45.00

□ L 0.0 36.70

0.2 0.014 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

1,585.6 0.489

0.0

0.489 42.2
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 159,035.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

77.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 86,232.0 9.28 800.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

704.0 0.251

2,386.0

704.0

0.2

0.3

kWh

m3

119.9

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A204 取組状況の点検体制の構築 A201

A206 所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

外部専門家への相談依頼の実施

温暖化対策提案制度の導入

過去のデータによる傾向の把握

B107

A210

A212

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C116

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 CB03 日本工業規格に準じた照度の設定

個人用端末の不用・離席時の停止

CB04 採光を利用した消灯の実施 CB01 空室・不在時等のこまめな消灯

CB06 冷暖房温度を都の推奨値へ変更

CB09 空室・不在時等の空調停止

CB16

CB18

自動販売機の休日・夜間照明停止

外灯等の点灯時間の季節別管理

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

受電力率の把握・記録CB46

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

設 備 導 入 対 策

E105

E135

照明用人感センサの採用

エレベータのインバータ制御

E124 更新に合わせた高効率機器の採用

E133 節水器具の採用

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①空調機更新（中長期計画　平成29年度　10台中　2台更新　計6台更新済）

②クールビズ推進ポスターの掲示

③平成30年度、空調機2台更新済（中長期計画）

④令和元年度、空調機１台更新済（中長期計画）

⑤令和２年度、空調機１台更新済（中長期計画今年度で完了）

＜令和2年夏の節電対策＞

①共用部空調停止

②共用部照明消灯

③既存照明のLED化




104.4

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ９号館

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

3

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都品川区

旗の台１－１１－１２

6

1年未満

2

□■ 1年度分1,736.66 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 71

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 138

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 138

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

79.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

0.0 0.014 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

1,924.5 0.489

0.0

0.489 44.2
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 193,030.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

94.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 90,470.0 9.28 839.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

697.0 0.251

2,764.1

697.0

0.2

0.3

kWh

m3

138.6

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A204 取組状況の点検体制の構築 A201

A206 所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

外部専門家への相談依頼の実施

温暖化対策提案制度の導入

過去のデータによる傾向の把握

B107

A210

A212

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

C109 空室・不在時等の空調停止 C115

CB04 採光を利用した消灯の実施 CB01 空室・不在時等のこまめな消灯

事務用機器を業務終了時に停止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 CB03 日本工業規格に準じた照度の設定

CB09 空室・不在時等の空調停止

CB16

CB18

自動販売機の休日・夜間照明停止

外灯等の点灯時間の季節別管理

換気フィルターの清掃・点検

D108 その他設備の定期的な保守・点検

受電力率の把握・記録CB46

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105

E114 高効率パッケージの採用 E124

照明用人感センサの採用

更新に合わせた高効率機器の採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E133 節水器具の採用

＜上記以外のその他対策＞

①エレベーターのインバーター制御

②進相コンデンサ等による力率改善

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示

＜令和2年夏の節電対策＞

①共用部空調機停止

②共用部照明消灯

③既存照明のLED化


98.6

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 看護専門学校

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

4

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都品川区

旗の台１－２－２６

6

1年未満

2

□■ 1年度分4,825.80 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 81

7 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 156

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 158

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

32.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

24,002.0 45.00

□ L 0.0 36.70

1,080.1 0.014 53.9

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

1,632.1 0.489

0.0

0.489 23.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 163,704.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

80.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 46,969.0 9.28 435.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

3,892.0 0.251

3,148.1

3,934.0

1.0

1.7

kWh

m3

156.9

0.439

2.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

A206 所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

排出状況の整理・分析・提供

外部専門家への相談依頼の実施

過去のデータによる傾向の把握

B107

A207

A210

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C116

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 CB01 空室・不在時等のこまめな消灯

個人用端末の不用・離席時の停止

CB04 採光を利用した消灯の実施 C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

CB03 日本工業規格に準じた照度の設定

CB09 空室・不在時等の空調停止

CB16

CB18

自動販売機の休日・夜間照明停止

外灯等の点灯時間の季節別管理

換気フィルターの清掃・点検

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D107 ボイラ等の空気比の調整

受電力率の把握・記録CB46

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105

D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E124

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

更新に合わせた高効率機器の採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示

②平成30年度共用部ダウンライト122台ＬＥＤ器具へ更新

③平成30年度各階トイレ照明器具61台ＬＥＤ器具へ更新及び人感センサー取付

④平成30年度図書館ダウンライト29台ＬＥＤ器具へ更新

＜令和2年夏の節電対策＞

①共用部蛍光灯、電球間引き


97.5

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 東病院

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

5

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都品川区

西中延２－１４－１９

5

1年未満

2

□■ 1年度分12,589.64 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 3

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 872

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 1,692

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

25

総　計（④=②+③） 1,717

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

134.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

155,730.0 45.00

□ L 0.0 36.70

7,007.9 0.014 349.5

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

19,180.9 0.489

0.0

0.489 401.9
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,923,858.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

940.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 821,954.0 9.28 7,627.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

39,165.0 0.251

33,816.4

36,335.0

9.8

16.0

kWh

m3

1,692.2

0.439

25.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

A206 所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

排出状況の整理・分析・提供

外部専門家への相談依頼の実施

過去のデータによる傾向の把握

B107

A207

A210

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C108

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C115 事務用機器を業務終了時に停止

温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

C402 利用状況に応じた空調の設定変更 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

C121

C130

屋内駐車場換気の不要時間の停止

エレベータ運転台数の制限

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

不使用室の空調停止C417

設 備 保 守 対 策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D107

D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E110

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

高効率モータの導入（空調用）

E111 ポンプ・ファンのインバータ制御

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外のその他対策＞

①受電力率の把握・記録

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①冷却塔冷却ファン発停回数削減

②クールビズ推進ポスターの掲示

③平成３０年度共用部照明器具蛍光灯→ＬＥＤへ１４１本更新

④平成３０年度手術室ＰＡＣ１台更新　

＜令和2年の節電対策＞

①共用部空調機停止

②共用部・ナース室蛍光灯、電球のLED化

③エレベーター停止（夜間）

97.6

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 歯科病院１号棟

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

6

5 区 市 町 村 名8

－ 0

5 東京都大田区

北千束２－１－１

1

1年未満

5

□■ 1年度分8,518.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 3

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 582

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 1,121

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

14

総　計（④=②+③） 1,135

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

131.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

155,758.0 45.00

□ L 0.0 36.70

7,009.1 0.014 349.5

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

12,986.7 0.489

0.0

0.489 135.1
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,302,578.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

637.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 276,312.0 9.28 2,564.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

20,452.0 0.251

22,560.0

20,452.0

5.1

9.0

kWh

m3

1,121.6

0.439

14.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

取組内容や点検体制の定期的改善

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

A210 外部専門家への相談依頼の実施

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C110

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C124 冷凍機等の出入口温度把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C109 空室・不在時等の空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C118 自動販売機の休日・夜間照明停止

C120

C403

外灯等の点灯時間の季節別管理

中央熱源機器等の季節設定実施

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

その他設備の不使用時の停止C415

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E114 高効率パッケージの採用 E111

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

ポンプ・ファンのインバータ制御

E123 トップランナー機器の採用 E124 更新に合わせた高効率機器の採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外のその他対策＞

①受電力率の把握・記録

②空調機スイッチに空調範囲表示　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜上記以外の具体的な取り組み＞
①クールビズ推進ポスターの掲示

②省エネパトロールの実施

③大型温度計設置等による温度の把握



＜令和２年夏の節電対策＞

①熱源機器の設定変更


102.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 歯科病院２号棟

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

7

5 区 市 町 村 名8

－ 0

5 東京都大田区

北千束２－１－１

1

1年未満

5

□■ 1年度分1,758.96 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 91

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 176

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 178

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

100.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

19,656.9 45.00

□ L 0.0 36.70

884.6 0.014 44.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

2,069.2 0.489

0.0

0.489 30.9
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 207,539.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

101.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 63,150.0 9.28 586.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

4,054.0 0.251

3,539.8

4,054.0

1.0

1.8

kWh

m3

176.5

0.439

2.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

取組内容や点検体制の定期的改善

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

A210 外部専門家への相談依頼の実施

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C105

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C123 温湿度の適正管理

昼休み時の消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

CB04 採光を利用した消灯の実施 C115 事務用機器を業務終了時に停止

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C118

C120

自動販売機の休日・夜間照明停止

外灯等の点灯時間の季節別管理

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

空室・不在時等のこまめな消灯CB01

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E114 高効率パッケージの採用 E111

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

ポンプ・ファンのインバータ制御

E123 トップランナー機器の採用 E124 更新に合わせた高効率機器の採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外のその他対策＞

①温度計等による室温の把握と調整

②冷暖房温度を都の推奨値への変更

③受電力率の把握・記録



＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示

②省エネパトロールの実施

③大型温度計設置等による温度の把握



＜令和２年夏の節電対策＞

①熱源機器設定温度変更

②冷温水発生器運転時間見直し時間短縮

104.1

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 歯科病院４号棟

事 業 所 番 号 A 0 8 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

8

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都大田区

北千束２－１－１

6

1年未満

5

□■ 1年度分1,351.37 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 38

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 74

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 74

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

54.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

1.9 45.00

□ L 0.0 36.70

0.1 0.014 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

1,240.6 0.489

0.0

0.489 14.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 124,438.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

60.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 28,677.0 9.28 266.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

717.0 0.251

1,506.9

717.0

0.2

0.3

kWh

m3

74.9

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

取組内容や点検体制の定期的改善

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 CB01 空室・不在時等のこまめな消灯

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

CB04 採光を利用した消灯の実施 CB03 日本工業規格に準じた照度の設定

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 CB06 冷暖房温度を都の推奨値へ変更

CB09

CB13

空室・不在時等の空調停止

中間期における外気冷房の実施

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

外灯等の点灯時間の季節別管理CB18

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E114 高効率パッケージの採用 E124

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

更新に合わせた高効率機器の採用

E123 トップランナー機器の採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外のその他対策＞

①空調機スイッチに空調範囲表示

②温度計等による室温の把握と調整

③自動販売機の休日・夜間照明停止

④クールビズ推進ポスターの掲示

⑤省エネパトロールの実施



＜令和２年夏節電対策＞

①大型温度計設置等による温度の把握

②階段利用促進ポスターの掲示






121.3

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 豊洲クリニック

事 業 所 番 号 A 0 8 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

0

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都江東区

豊洲５－５－１

6

1年未満

5

□■ 1年度分1,317.08 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 3

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 41

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 79

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 79

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

59.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

802.3 45.00

□ L 0.0 36.70

36.1 0.014 1.8

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

1,215.2 0.489

0.0

0.489 18.3
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 121,881.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

59.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 37,479.0 9.28 347.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

386.0 0.251

1,599.1

386.0

0.1

0.2

kWh

m3

79.7

0.439

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A216 所内会議・研修会等で報告

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C113

C417 不使用室の空調停止

中間期における外気冷房の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C115 事務用機器を業務終了時に停止

セントラル空調のフィルター清掃

D105 換気フィルターの清掃・点検
設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外のその他対策＞

①受電力率の把握・記録



＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示



＜令和２年夏の節電対策＞

①空調温湿度の見直し

②共用部蛍光灯、電球の間引き

③エレベーターの停止（夜間）


84.9

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 烏山病院

事 業 所 番 号 A 0 8 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 5 －

1

7 区 市 町 村 名8

－ 0

5 東京都世田谷区

北烏山６－１１－１１

7

1年未満

7

□■ 1年度分19,415.31 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 3

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 1,079

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 2,146

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

32

総　計（④=②+③） 2,178

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

110.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

298,764.2 45.00

□ L 82,000.0 36.70

13,444.4 0.014 670.4

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

3,009.4 0.019 204.1

□ 0.0

17,835.1 0.489

0.0

0.489 397.6
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,788,872.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

874.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 813,045.0 9.28 7,545.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

49,200.0 0.251

41,833.9

45,846.0

12.3

20.1

kWh

m3

2,146.9

0.439

32.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置 A201

A204 取組状況の点検体制の構築 A208 組織横断的な推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

温暖化対策提案制度の導入

過去のデータによる傾向の把握

B107

A212

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

C402 利用状況に応じた空調の設定変更 C113 中間期における外気冷房の実施

採光を利用した消灯の実施

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C117 便座ヒーター等温度の季節別設定

C120

C127

外灯等の点灯時間の季節別管理

看板照明点灯時間の季節別管理

換気フィルターの清掃・点検

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D107 ボイラ等の空気比の調整

エレベータ運転台数の制限C130

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E105

E122

照明用人感センサの採用

給湯の温水配管の保温の実施

E124 更新に合わせた高効率機器の採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E111 ポンプ・ファンのインバータ制御

＜上記以外のその他対策＞

①クールビズ推進ポスターの掲示

②省エネパトロールの実施

③空調機運転時間見直し

④共用廊下ダウンライト電球型蛍光灯器具をLED器具へ更新（４４台更新済）



＜令和２年夏の節電対策＞

①院内回覧による、クールビズの周知徹底

②エレベーター停止（夜間）

③節水の周知徹底を図る

④共用部・外灯の蛍光灯、電球間引き

⑤院内の節電協力の回覧配布

⑥リハビリセンター水銀灯器具をLED器具へ更新予定（１２台）

98.0

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 １４号館

事 業 所 番 号 A 0 8 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

2

5 区 市 町 村 名8

－ 0

5 東京都品川区

旗の台１－５－８

5

1年未満

2

□■ 1年度分171.32 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 3

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 6

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 6

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

35.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

0.0 0.014 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

6.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 14,057.0 9.76 137.2 0.489

20.0 0.251

137.2

20.0

0.0

0.0

kWh

m3

6.9

0.439

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A204 取組状況の点検体制の構築 A201

A206 所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

外部専門家への相談依頼の実施

温暖化対策提案制度の導入

過去のデータによる傾向の把握

B107

A210

A212

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C115 事務用機器を業務終了時に停止

CB04 採光を利用した消灯の実施 C116

CB03 日本工業規格に準じた照度の設定

個人用端末の不用・離席時の停止

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 CB01 空室・不在時等のこまめな消灯

CB06 冷暖房温度を都の推奨値へ変更

CB09 空室・不在時等の空調停止

CB18 外灯等の点灯時間の季節別管理

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検
設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E114 高効率パッケージの採用

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E104 照明点灯範囲の細分化

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示

＜令和2年夏の節電対策＞

①エアコン設定温度変更

②空調スイッチに省エネステッカーを貼り付け


85.7

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 歯科病院３号棟

事 業 所 番 号 A 0 8 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

3

5 区 市 町 村 名8

－ 0

5 東京都大田区

北千束２－１－１

1

1年未満

5

□■ 1年度分529.86 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 15

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 29

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 29

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

54.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

53.2 45.00

□ L 0.0 36.70

2.4 0.014 0.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

29.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 60,281.0 9.76 588.3 0.489

357.0 0.251

590.7

357.0

0.1

0.2

kWh

m3

29.6

0.439

0.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

取組内容や点検体制の定期的改善

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A205

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C105

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

昼休み時の消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 C123 温湿度の適正管理

C115 事務用機器を業務終了時に停止

C116

C118

個人用端末の不用・離席時の停止

自動販売機の休日・夜間照明停止

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

外灯等の点灯時間の季節別管理C120

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E102

E114 高効率パッケージの採用 E124

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

更新に合わせた高効率機器の採用

E123 トップランナー機器の採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示

②省エネパトロールの実施



＜令和２年夏の節電対策＞

①大型温度計設置等による温度の把握

②階段利用促進ポスターの掲示


96.7

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 １９号館

事 業 所 番 号 A 0 8 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

5

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都品川区

旗の台６－７－１０

6

1年未満

2

□■ 1年度分150.49 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 2

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 4

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 4

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

26.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

63.8 45.00

□ L 0.0 36.70

2.9 0.014 0.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

4.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 8,765.0 9.76 85.5 0.489

82.0 0.251

88.4

82.0

0.0

0.0

kWh

m3

4.4

0.439

0.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

A204 取組状況の点検体制の構築 A206 所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握

外部専門家への相談依頼の実施

温暖化対策提案制度の導入

A210

A212

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C105 昼休み時の消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C123

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

温湿度の適正管理

C109 空室・不在時等の空調停止 C115 事務用機器を業務終了時に停止

CB37 ４Ｓ（整理・整頓等）の実施 C120 外灯等の点灯時間の季節別管理

CB01 空室・不在時等のこまめな消灯

CB03

CB06

日本工業規格に準じた照度の設定

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

空室・不在時等の空調停止CB09

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

E114 高効率パッケージの採用

E103 高効率照明器具の採用（屋内）

＜上記以外の具体的な取り組み＞

①クールビズ推進ポスターの掲示




66.7

■

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 上條記念館

事 業 所 番 号 A 0 8 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 4 －

6

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 東京都品川区

旗の台1-1-20

6

1年未満

2

□■ 1年度分9,686.29 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 1

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

・令和1年5月より、新規開館

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 227

6 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 439

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 439

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当たり
の量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

45.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量
排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

5,760.3 45.00

□ L 0.0 36.70

259.2 0.014 12.9

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□ 0.0

6,506.0 0.489

0.0

0.489 107.2
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 652,562.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

319.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 219,200.0 9.28 2,034.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.489

752.0 0.251

8,799.4

1,133.0

0.2

0.5

kWh

m3

439.2

0.439

0.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー発
電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A203 具体的な取組目標と内容の設定 A201

A206 所内の温室効果ガス排出量を集計

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B107

設備ごとに詳細に把握

排出状況の整理・分析・提供

外部専門家への相談依頼の実施

時間的に詳細に把握

B104

A207

A210

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C107

C123 温湿度の適正管理

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

C124 冷凍機等の出入口温度把握と調整

C128 ポンプ・ファンの流量、圧力調整

C129 季節に応じた温度設定の見直し

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検
設 備 保 守 対 策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E101 高効率照明ランプの採用（屋内） E104

E114 高効率パッケージの採用 E110

照明点灯範囲の細分化

高効率モータの導入（空調用）

E123 トップランナー機器の採用 E139 進相コンデンサ等による力率改善

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105 照明用人感センサの採用

＜上記以外のその他対策＞

①受電力率の把握・記録

②事務用機器を業務終了時に停止

③外灯等の点灯時間の季節別管理

④空調の冷温水配管の保温の実施

⑤ポンプ・ファンのインバータ制御

⑥全熱交換器の導入（個別方式）

⑦給湯の温水配管の保温実施





＜令和２年度の節電対策＞

①受電力率の把握・記録

②空調スイッチに空調範囲図表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無


